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雑 録

稻,の 形 態 と 変 異1)

盛 永俊 太郎 ・村 岡 洋三

川竹 基 弘 ・山 川 寛'

加藤 一郎 ・加 島 了相

(九州帝國大學農學部育種學教室)

(昭和+八 年七月二+八 日受理)

緒 言

著者の一人は主として育種及び遺傳研究の材料として,多 年に亘 り内外産の多数の稻品を蒐集 じ

栽培 してきた 。共間にそれ等について各般の観察 も行つて來たのであるが,昭 和15年 に薪な必要

から之等稻品の再検討 を思ひ立ち,他 の5共 著者の共力を得,蒐 集材料中から特に約250の 代表

的品種を撰禺 してその形態を出來る丈委 しく調査 した。鼓にその結果の大要 を摘 録 し併て ユ,2を

附加 して稻の形態とその変異の輪廓を知る参考とする。

調 査 材 料

調査品種は大禮世界各地の稻を代表せ しめる心算で撰ばれ,且 つ適當に特殊崎型稻 も採られた。

各人の憺當 したる主要調査品種名 とそれ らの元取寄先の中3人 の分 を第1表 に掲げた 。形質によ

つては更に甚だ多効の材料が適宜に撰ばれたのである。

第1表a主 要 調 査 材 料(村 岡)

1)九 州帝國大學農學部作物學教室業績第83號
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観 察

幼 苗

・鞘葉:発 芽に際 して最初に現はれる白色中室の圓錐状物であ り
,通 常相封する位置に2個 の維

管束を見るが稀に更に,1個 の小維管束 をもつことがある。かかる場合には第3維 管束は1正 常

維管束側に偏在する。川竹は51品 種中に3緯 管束を有するもの3を 発見 した 。加藤は48品

種中の1品 種(多 粒稻ゲに3維 管束 を見,更 にこの品種の27個 醗を調査 してその中只3個 が

3維 管束を有 した ことを確めた。村岡の調査50品 種では3維 管束個髄を見ず,山 川の調査品種中

横斑 白笹,ジ ヤバNo.8,ホ カムリの3品 種が3維 管束個禮を含み,特 にホカムリでは調査個醗

の孚敷以上が之に属 した 。この結果か ら見て第3維 管束の発達性の度合は品種によつて相違する

ものと思はれる。

川竹の調査せる愛達,紅 血濡,Kagui等 の品種では鞘葉維管束鞘に紫の色素を見,こ の色は葉身

叉は秤の紫色 と相件ふた 。加藤は遅和稻の鞘葉維管束に淡紅色を見た。

始原葉:鞘 葉の次に現はれ る緑色錐状葉で普通は葉身を訣如する。山川の品種では平均維管束

敷は13.0か ら15.5の 間にあ り,川 竹の調査では10-14脈 の ものが最 も多かつた 。それ らの中か

・ら撤品種を例示した ものが第2表 である。個腱変異は品種によつて可成に廣狭度を異にする。.加

第2表 始原葉に於ける維管束敷の個髄変異例

島の調査47品 種は11乃 至17の 平均値を示して平均値14の 品種が最も多 く,村 岡の澤んだ16

品種の平均値は12乃 至15の 問にあつて 個匿変異は比較的 に小であつた 。普通に中央維 管束の

爾側なる維 管束歎に1-2の 差を見る(第1圖)。 村岡は叉始 原葉を長 さによつて4類 別した時,

内地品種の大部分は第1乃 至第3群 に属 しゴ,1・シァ品種の大部分は第3乃 至第4群 に,比 島品

種の大部分は第4群 に屡する事を見た 。始原葉長 とその維管束敷 との間には低康なが ら相關が認

められ,外 國種の始原葉は内地種の始原 葉に比 して長 く,且 つ維管束敷の多い傾向がある(第3

表a,b,c)。

或品種では始原葉に特有の紫色を露すが尚外に品種によつて緑色の濃度に差を見るq加 島は濃

緑品種34,線 品種6,淡 緑品種2,濃 紫緑品種2,淡 紫緑品種1,紫 緑品種3を 歎へた。紫色を呈



した品種の2で は後に植物盤の何れの部位にも紫色を認めず,2品 種の紫は護穎色 籾先色 と俘

ひ,1品 種の紫は更に柱頭色と相伴つた 。残i絵1品 種の紫色は尚芒,本 葉各部の紫色 と相伴ふこ

とを観察 した 。

a横 断 全 圖

b部 分 按 大 圓

第1・ 圖 始 原 葉 横 噺 圖 品 種 黒 藷

第3表a始 原葉維管束敷 と始原葉長とより見たる品種頻度

第3表b産 地別,始 原葉平均維管束敷攣異表

第3表c産 地別,始 原葉長変異表

第1正 常葉:葉 身を有する最初の葉である。川竹は葉身を形によつて(1)中 膨形,(2)中 間形,



(3)襖 形(第2圖a)に 分 類 した 時,① に銀坊主,旭,外15品 種,(2>に 關 山夕撰一,外27品 種,

(3)に 愛 達,外1品 種が所 属 した 。 叉葉身の幅 を大(2.7mm以 上),中(2.7-2.1mm),小(2.1一

第2圖 第1正 常 葉 葉 身 形 の 各 種

1.6mm)にi類 別 した時,大 に13品 種,中 に26品 種,小 に8品 種を見,大 は大匿13脈 以上,中

は13-7脈,小 は7脈 以下の品種であつた 。更に葉身長を長,」中,短,最 短に類別 した時,長 に9,

中に6,短 に16,最 短に17品 種が所局 し,幅 と長さとの間解は相當高度の相關が認められた。叉

長 と中とに屡するものは殆んど外國品種で短と最短とに属するものは殆んど全部 日本種であつた。

第4表a.産 地溺,第1本 葉葉身長変異表1.

第4表b.産 地別,第1本 葉葉身長変異表2.

山川は第1正 常葉の葉身形を披針形と線形(第2圖b)に 類別 した時,線 形に所属 した ものは ロ

シアの1品 種 とアメリカの2品 種とにすぎなかつた。叉その長 さを6階 級に分けて之 と産地と

の關係を検討 した ものが第4 .表aで あるが,こ こに於て も外國種の第1正 常葉が 日本稻の第1

正常葉に比 して長い傾向が 見られた 。同様の開係は村 岡の調査(第4表b)そ の他に も認めら

れ る 。



一般に柚型外國稻品種の葉緑色の淡い事は著者の一人によつて屡指摘 された どころであるが ,由

川は第一正常葉の葉色を黄緑,淡 黄緑,緑,濃 緑の4階 級に分け之と産地との關係を調査 して第5

表を得た 。内地種の大部分は緑又は濃緑に属 し,外 國種には淡色物の率が甚だ高い 。

第5表 産地別,第1本 葉緑色調変異表

'中董
:中 董の伸長能力の品種闇差違は特に近年 日本稻 と外國稻 との研究 に關聯 して注目される

に至つた。村岡はその50品 種を12月 に温室にて10cmの 漁砂底に播種 じ,40日 を経て約1/3

の品種が砂上に現はれた時それ らの中董長,草 丈(中 董の上節より葉の先端迄)等 を測定 した 。中

華長と鞘葉長叉は草丈との間には輕度乍 ら+o .相關が認められた。中董長又は鞘葉長 と産地との

關係を第6表a,bに 掲げる。更に小歎の代表品種を採つて5cmの 砂底 と砂上 とに播種 し,30。

第6表a産 地別,中 董長変異表

第'6表b'産 地瑚,鞘 葉長変異表

の定濫器内にて発芽せ しめたが温室(平 均18。C)の 場合に比 して一般に中董 と鞘葉との伸びが更

に著 しかつた 。内地種にぼ中董長 の著 しいものは見なか つたが比島種には 甚だ長きものと短きも

のとを見た(第7表)。
ユ

幼根:加 藤は種子根の中心柱に環欺に配列する6個 の維管束 を激へ,ζ の撒は調査10品 種晩

一定であつた。根は普通無色で只外部に露出する部に葉緑素を生ずるのみであるが,紅 血糀の如き

では之に光を當てれば紫色を呈する。色は主として原剃皮暦に分布 し,一部は内皮にも見出された

が水中にては発色が 干分でない。

第3正 常葉 を生じたる苗:種 子貯藏養fitcよ る生長は大盤第3正 常葉を以て限度 とする。村

岡は第3正 常葉を展開したる幼苗9草 丈を測定 して之を4階 級に分け,叉 それ らの色調を匠別 し



て淡緑,緑,濃 緑,紫 の4類 とした 。ロシア種と比島種 とには内地種に見ない長草丈の ものを含み,

草丈の大なるものに淡色物の多い傾向を見たが∫淡緑物は発育と共に梢緑を増すことを知つた 。加

藤は草丈を5階 級に分けて,草 丈高き1,2、 の群に外國品種が多 く,草 丈低き4,5の 群に日本品

種の多い事 を確め,叉 草色を紫,縞,黄 緑,緑,濃 緑の5種 に分けたが黄緑色品種13中:10は 外國

第7表 代 表 品 種 の 中 董 と鞘 葉 長

種で,濃 緑品種9中7は 日本品種であつた。川竹は草丈を最長,長,中,短 の4階 級に分けた時,

最環 と長とに屡 した合計・7品 種は傘部外國稻,中 に屡 した28品 種中16は 日本内地種,短 に属

した11品 種中には外國種は 斗にすぎなかつた。叉葉色を濃緑・線,黄 緑,淡 緑,部 分紫の5階 級

に命けたが・濃緑 と線 とには内地尋常種と巾地崎型種 とが屡 し・董緑 と淡緑 とにぱ外國種の大部分

が見出された 。

成 膣 ㌔

.葉

成膣の葉には明に旺別され る3種 類がある。1は 普通本葉で他は最上董節 より生ずる所謂止葉

と,披 芽を包む分蘖 始原葉とである。街穗首節に異常葉を生ず為崎型種 もあるがこれには鰯れない
へ

事 とする 。



分蘖始原葉:初 めは抜芽を包む 小苞様物にすぎな いが芽の伸長 と共に生長 して終には10cm

以上に達する場合 も少 くない(第3圖a,b,c)。 葉鞘,葉 身の匠別なく,生 長 したる もの 』断面は

第3圖dの 如 く顯著なる二稜を有 して背方に主軸を抱き前方に分蘖 董を包む。二稜の中間は恰 も

第3圖 生育各期に於ける分蘂始原葉

主軸 と分錘軸とに墜迫 されたる如 く見 えて中軸部の 爽達が甚だ不良である。か く解すればこの葉

は主軸葉 と同一互生面にあつて分蘖董葉の互生面 と直角をなすこと 』なる。 この葉に品種又は系

統的特徴の有無は調査 されなかつた。.

普通本葉 と止葉:止 葉は己述の第1本 葉 と共に他の中間葉に比 して梢異る葉身型をと り,且 つ

その葉身の桿に封 してなす角度が他の本葉に比 して特異なるが爲に厘品種類別の1規 準 とされた。

`川竹が188品 種にρい て測定 した止葉葉身長は17 -38cmの 間に変異 し
,平 均2S.6cmで あ り,止

葉葉身幅は0・7-1・9cmの 間に変異 し平均1.31cmで あつた。著者の一人はかつて止葉の長幅比

を以てその葉形を表はそうと謙 みた。"村岡がその50・ 品種の止葉につい てこの比を計出 した もの



を第8表aに 掲げた。この表では内地穂 比島種之比率の小な.7.ものs率 が高 く,ロ シア種たは

その大なるものS率 が高い 。著者の一人のその後の研 究によれば葉長と葉幅 とは 別個の遺傳因子

第8表a産 地別,止 葉の長幅比変異表

第8表b産 地別,止 葉の葉脈敏変異表

に支配されることが明なので長幅率使用の場合にはこの貼を考慮に入れ置く必要がある。

葉身の主なる維管束 で葉の表面か ら認められるものが葉脹であるが,各 葉脈間に侮2乃 至5條

の維管束が縦走 し,且 つ中肋は数個の維管車か ら成つて居る爲全維管束藪は六膣葉脈敷の5,6倍

となる。葉賑敷は止葉に最 も多 く,次 位葉では1-2の 減少を見,第3位 葉では僅かながら更に減

少の傾向を見る。品種内にても品種間にても葉脈叉は全維管束数と葉幅 との間には+の 相關があ

り,止葉の測定か ら計出された品種 間に於ける相關係敷は+0.587で あつた 。止葉の葉脈撒変異

を品種の産地別に示 した ものが第8表bで ある。 ここに見る比島種に 葉脈効の犬なる傾向は同

時にその葉幅の大なる傾向を意味する。第8表 のaとbと を比較すれば葉の形質の記載として

は長幅率 と幅の絶劃値 とその 敦れ をとつ紀 も単一では+分 でなVb事がわかる。川竹は止葉の維管

束藪 と幅 とを測定 し,幅 の1品 種内個匿変異は大約03cmの 範園にあ り,維 管束数の個瞬変異は

品種によ り7-15の 範園にあつた と云ふ 。幅と維管束藪との変異を第9表 に示 した。倫幅1cm

未満維管束60未 満 を少,幅1.0-1.5cm維 管束60-85を 中,幅1.5cm以 上維管束85以 上を多'

第9表 止葉の輻と絃管束敷との変異表

として調査品種を3分 した時少に犀 した7品 種中5品 種は 日本種,中 に屡 した26品 種中20は

日本内地叉は朝鮮種,多 に属 した3品 種は全部外國種であつた。

葉 舌:葉 舌の形 と長 さとは稻馬の分類に甚だ重視 されてゐる。稻にては鋭尖裂開で(扁o㎎ 麟仏

miraataを 除 く他種に比べて甚だ長い が品種によ
、る変異の幅が著 しく大 きい。止葉の葉舌の長さは



次位葉の葉舌長 に劣b,第3位 葉 の葉舌 は第2位 葉 葉舌 よ 砂長 い場 合 と短 い場 合 とを見た 。村 岡

の材料 では!L葉 の葉舌 長は品種に よ})3--12mm,次 位 葉葉舌は6-29mmを 示 し,爾 葉 舌長間の 相

關係激は+0.72で あ つた 。川 竹と加藤 との材 料に於け る止葉葉舌長 の品種聞変異 を第10表aに

掲 げた 。川竹の場合の 最長品種 はKaguiに て1.32cm,最 短 は茜 租のO.37cmで あつた 。一 般に

第10表a止 葉 々 舌 長 変 異 表

止 葉 々舌 長cm

品 種 敷(川 竹)

品 種 敷(加 藤)

第10表b止 葉の次下位葉々舌変異表1

葉 舌 長mm

品種頻 度

内 地 種

ロ シ ア 種

比 島 種

第10表c止 葉の次下位葉々舌長変異表2

葉 舌 長mm

内 地 種

ロ シ ア 種

U.S.A種

セ イ ロ ン,印 度 種

草丈の高い品種に葉舌の長い ものが 多いやうである。加藤の場合に0.9-1.Ocm以 上を示 した5

品種は全部外國種で,0.4cm以 下の5品 種中3品 種は 日本種であつた 。山川と村岡とが第2位

葉葉舌長の変異を塵地別に示 した ものが第10表b,cで ある。山川の材料ではセィ・ンと印度と

の品稚が特に長い事に注意 される。

葉面の毛茸:葉 面の毛芽には3種 類あつて最も普通な ものは筍状突 起であるが之が伸びて長毛

となる事がある。之等の種類は常に維管束の外面に 配列するが別に極めて 小なる毛状突起があつ

て維管束間の 外面に も分布する(第4圖)。 加藤はあらかじめ鰯感と透 し見 とによつて毛茸の長短

と多少とを判定 して受持品種を(1)平 滑に して毛茸二甚だ少叉は殆んどなきもの ,(2)粗 なれ ども毛

茸長か らざるもの,(3)粗 に して毛茸長きものに3大 別 し,次 にその各々の代表品種を精槍 して,

第1群 では微細毛を有するのみで普通に見る筍状突 起は只小瘤歌をなすに止ま り,第2群 では毛

茸の状況は必ず しも一様でないが微細毛の外に筍状突 起が発達 し稀に長毛茸を見,第3群 では微

細毛の外に長毛茸が主として維管束の外面上に密生することを知つた 。第1群 に屡 した12品 種

は皆外國種で中9は 比島種であ り,第3群 に屡 した8品 種 も皆外國種で中5は ジヤバとされた

ものであつた。日本水稻は皆第2群 に属 した 。第3群 に屡 した比島No.7で は長毛茸は長さ



第4圖 葉 面 毛 茸 獲 達 の 各 種



:N

O.08-052mm,微 細 毛 は長 さO.003-O.005mmで あつた 。 叉 夢ヤバNo.24で は 長 毛茸 の最長 は

0.92mmに 及 んだ 。村 岡の材料 中には長毛茸物 を発見 しなかつたが筍 状突起の 多少 を産地別 にま

とめて第11表 を得 た 。

第11表 産地別,筍 状突起敷変異表

筍状突起の多少

内 地.種

ロ シ ア 種'

比 島 種

計

副護穎,護 穎,穎

稻の小穗には二列式に互生する3組 の変形葉がある。その中最上部にあつて直接に雌雄器 官を

包藏する一封を内,外 穎,次 位にあつて通鴛舟底形をなす一樹 を護穎,更 にその下位にあつて甚 だ

不明瞭なる突避 なす一Wを 離 穎 と呼ぶ・ARBER氏 は2つ の副護穎梯 悌2の 外塞苞・2

つの護穎を第1,第2の 不稔穎(sterilelemma),外 穎を花穎(lemma)と なし,'内穎(palea)を 以

て花梗に生じた第 一葉(苞)で あると解 した 。禾本科の花は基 本型 としでは3個 よ り成る2輪

の花被が考へられるが實際には内外花被の変化と歓如を見る場合が多 く,特 に稻に於ては訣如が甚

しい爲に解繹に諸読を生んだ。從來内穎 を以て外花被に相當 し,鱗皮を以て内花被に相當すると見

る読が多かつた様であるがARBER氏 は3個 宛の鱗皮が内外2輪 をなすを以て基本型 と見徹 し,,稻

に於てはか くある可き6鱗 皮の中内輪の2「のみを残 して他を訣如するもの と解 したのである。萎

類に見る様な中肋を訣V)た 内穎に封 して2葉 が合 した と見 る読 もARBER氏 は探 らない 。、稻の内

穎の如きは中肋の発達著 しく・2葉の融合物 と見る育き形態的根撮 もないのである。

副護穎:WATT氏 は花梗の上面が廣 くな り.,時には上下の)面 よ り成 り且つ爾面の距離がまN

1/8吋 にも及ぶごとがあると云ひ,叉 時にはその面の1つ 叉は双方が突出 して絵分の外室穎とも稻

す可きものを形成すると述べたが之を 明に穎 とは認めなかつた。著者の一人は 多藪の品種につい

てこの部位の発達 の程度とこの 部位への維管束の 配置の有 無を調べた。 副護穎の発達度は品種に

よつて可成に相導 し,よ く発達せる場合は外観よりして も之を単なる花托面の膨みと見る事は困難

である(第5圖)。 叉この部位の縦横断検鏡の結果,◆特殊品種の場合を除けば藪個の維管束の岐

入 レて居る事 も確められた(第6圖)。 著者等が之を退化外室苞 と見徹す所以 である。2つ の副護

穎の形 と互の位置とには同一品種叉は1穗 に於て も或程度の変異 を認めたが品種間に於ける差運

は吏に著 しい 。川竹は216品 種を調査 してその副護穎を第7圖aに 示す如 き4型 に大別 した 。

A型 は銀坊主,農 林一號,撰 一 滋 賀渡舟,旭,早 大關,北 部,秋 田7號,奥 羽20號,ロ シアNo.

93外 合計205品 種を含み,B型 は月租,・ シアNo.'47,紅 血濡,ラ イスシー-P'ic.pt.フエル トの4

種,C型 は不稔稻 く641),不稔稻(644),愛 國不稔A5,長 穎稻,ミ ツタツ,稿(1173)の6種,D型

は只河邊濡の1種 を含んだ。即 ち川竹の材料では普適の 日本稻の大部分はA型 に属 し,B型 は



外國稻に多 く,C型 は畸形 稻に多い と云へや う・。山川はその50品 種の副護穎をその形 と護穎との

距離とから次の5型 に大別 した。(1)2枚 の副護穎が護穎に密接 し,爾 護穎の周縁が同一平面にあ

第5細 副 護 穎 の 形 と 位 置

'第6圓 副 護 穎
の 維 管 束

るもの,(2)爾 副護穎は護穎に密接 し,後 者の基部を包み込む もの,(3)副 護穎は護穎に密接するが

爾副護穎の周邊に高下著 しきもの,(4)爾 副護穎が明に護頴 と離れるもの,(5)爾 副護頴が著 しく護

穎と離れるものが之である(第7圖b)。 この5型 の各所属品種藪とその地理的分布を第12表

に示した。術爾副護穎の側邊が互に抱き合 ひ叉は密接するもの と糟 離れるもの とが匪別 された 。



第7圖 即 護Ptの 各 種

第12表 産地風 副護頴形態攣異表

内 地 種

ロ シ ア 種

U.S.A.種

セ イ ロ ン,印 度 種

山川の第1,第2の 爾型は川竹のA型 に,そ の第5型 はD型 に相當する。第3型 は略B型 に



層相當
するがC型 は山川の材料中には 見田されなかつた 。村岡はその50品 種の副護穎の型を,A

護穎に密接 し,且 つ爾副護穎の密接するもの,B護 穎には密接するが爾副護穎は互にやN離 れ叉は

喰齢 もρ・c護穎とや 灘 禰 副護穎の先端が蛇頭状肋 すもの・D護 穎堵 しく蜘 てその間

に小穗の軸を露 出するものに大別 した 。三者の類別は各多少基準を異に した 鮎が あろが之によつ

ても副護類 の様糧の多様な事が窺はれる。籾は普通に副護穎の上部か ら脱離する。

護穎:護 穎(不 稔穎)の 形は花穎の表面構 造と共に稻属を大別す る上に重視されるが,稻 匪所

属種ではいつれ も舟底形 をする。'長さは普通は花穎に 比 して遙かに短かvoが 時には略花穎の長 さ
ノ

に匹 敵 する品種が あつて,か つて は0.sativa"砺9m〃449∫ 〃〃廊DO肌Lと してO・sativavar.

乏ゆ吻 と匪別 された が この 爾種類の主要 黙は只単一 メンデル因子を異にす るに すぎない 。 因みに

第13表a産 地 別,外 護 頴 長 変 異 表

第13表b産 地別,護 頴長 ÷ 籾長の変異表1

第t3表c＼ 産地別,護 頴長 ÷ 籾長 の変異表2

中部 ブラジル産めO.grandiglumisPROD・ は長護績,短 葉舌を特徴とする種である。稻の普通の

品種に於ては爾護穎の長 さに大差はない。 山川の50品 琿たついて外穎側護 穎の長 さと之と籾長

との比を品種の産地別に示 した ものが第13表a,bで ある。その中特に護穎の長かつた ものは長

穎稻と二美皮との2品 種であ り,他 の籾長の牛以上に及んだ品種は首曲であつた。 村岡の調査材

料50品 種中には護穎の特に長き品種を含まず,護 穎長と籾長との間に+0.621±0.087の 相關を

見た。籾長に封する護穎長の割合は最少28%最 大51%で あつた。この比を6階 級に分け更に



産地別に示 した ものが第13表cで ある。これらの表によつて護穎の品種闇変異の大要を察知出

來やう。尚護穎に關聯 した特殊晴形稻の1,2の 例をあげる。第8圖aは 二美皮と構される普通

長頴種,第8圖bは 片長頴稻 と稻 される品種で普通形護頴の外 に之 と外頴 との間に内頴形の1苞

第8圖 異 常 穎 の 例

をは さむもの,第8圖cは1外 國稻の1小 穗に偶然発見せられたる畸形 で護 頴の外例に1小

苞を加へた ものである。

穎:内 外穎は共に舟形をな し緊密に縫合 して玄米を包藏する。外穎は5脈 を有 しその中央壷脈

の先端部が突出 して籾先とな り,更に延長 した場合は芒 となる。側脈の先端部 も亦同様に突出 して

2個 の小側瘤を形成する。内穎は3脈 を有 し,正 常稻では中央主脈の先端部のみが瘤状叉ば囁歌

に突出する。川竹は220品 種について外穎の側瘤の発達度を調査 した結果,212品 種では発達顯

著,5品 種では発達不顯著,高 砂7號,Kagui,シ ・リの3品 種では側瘤を認めなかつた。不稔品

種(例 不稔稻644)1で は内外穎は側邊で縫合せず,且 つ爾穎の脈激 も屡常規を逸 した 。外穎は5脈

以下の場合 も爾側瘤を生 じ,内 穎は3-5脈 の場合いつれ も2側 瘤を生じた。この事か ら正常内穎

に於ける側瘤の鉄如は縫合組織の発達 と直接に聯關するもの と推測 された 。樹不稔稻642の3穗

を調査 したる結果,正 常外観の花は5。8%に すぎず,内 外穎略同形の花は60.5%,内 穎退化の花は

33.6%に 及んだ。内穎 を訣 く場合の穎の脈撒は3-5,内 外穎略同形花の外穎の脹激は3-5,内 穎の

脈歎は2-5fで 外穎4脈 内穎3脈 の場合が最も多かつた 。外観正常花では外穎脈敷3-5,内 穎脈

激3で あつた。更に興味を惹いたのは内穎退化花では例外な く内穎側副護穎が伸長 して護穎 と重

複 し且つ鱗被の異常伸長を見た ことである。

内外穎が形成する籾先は主 として爾穎の突出部が開 くか閉るか,そ れ らが同高にあるか高低する

かによつて種々の形をとる。山川,村 岡,川 竹によつて観察された各様相の中から山川の例を第9

圖に掲げる。内外穎の長 さ,深 さ及び爾穎の稜線の彎曲 様式の各種が組合せられて作る粗形は甚だ

多様であ り,從來實用と分類 との上に重視 されて來た 。この鮎につ"て は果實の部に於て群述する

e・ととして鼓には只村岡によつて示 された籾形,A・ 短糖圓形(普 通内地種形),B・ 倒卵形,C・ 長

擶圓形,D.彎曲 線形,E.線 形,F.短 倒卵形(叉 は圓形)の6種 を圖示するに止める(第10圖)。



第9圖 籾 先 形 の 各 種

第10固 籾 の 各 種 型(x6)

芒 と小穗各部の毛茸

芒の有無は匠別 し易きが如 くで事實容易でない 。普通に無芒種とされる もの も環 境により有芒

となり,叉 遅れ穗に極短芒を見ることもある。長短,多 少にも程度が種々あつて正確な類別はむつ

か しい 。村岡は外穎の先端が内穎の先端より著 しく突出 しない限 り之を無芒 と見徹 し,有芒を,(1)

稀,(2)多 芒,(3)全 芒に類別 した 。稀なる場合の芒長は一般に短いが 時には全芒種の芒長に匹敵

するもの もあつた。山川は受持品種の有芒種について芒の毛茸を3型 に分 けた 。(1)は 基部に長

毛密生 し,上 部に移るに從ひ密度を減じて長 さを増す もの,(2)は 基部に中長毛密生 し,上 部に移

るに從ひ密度を減じて長 さを増 し(1>と 匠別 し難きに至るもの,(3)は 基部に短毛稽疎に生じ,上

部に移るに從ぴ疎 となるも長 さを増 し略中長 度に達するもの である。芒の毛茸型の地理的分布は

第14表aの 如 く,内地種は第1型 に限 られた。川竹は穎毛の多少,長 短を匠別する爲に穎を上



部,中 部,基 部,維 管束上,維 管束間の5部 に分け,各 部共に多毛なるものを多とし・その中2-3部

が中叉は少のものを中,3-4部 位が少の ものを少とし,叉 ロシア系統中に見られた特に長きものを

長,内 地普通品種に見る長 さを中,印 度型品種 と一部畸形 種に見 られた短毛型を短の夫々標準 とし

て220品 種をその穎毛と護穎毛との多少,長 短につき分類 し互の關係を求めて第14表bを 得た。

第14表a産 地別,芒 の毛茸型頻度表

第14表b檸 毛 と護頴毛 との關係表

第14表c産 地別,表 皮毛密度変異表

第14表 舜 産地別,頴 毛の長短 と細粗品種の頻度表

普通の 日本型 と異つて短 く,普 通ゐ印度型 に比 して多毛なる表中の短,極 多の項に含まれた品種は

崎型種であつた 。220品 種中穎,護 穎共に毛を訣 くもの2品 種,護 穎毛を訣 くもの19品 種を敷へ,

内地正常稻には護穎無毛物を見なかつた 。謹穎無毛にて穎毛の長叉は中長の ものはない。



村岡は芒,響 先,外 穎,内 穎,護 穎,副 護穎,小 枝梗,枝梗,葉 身等の毛茸の多少を調査 した 。穎に

於 ては上部,中 部,基 部,維 管束上を匠別 し,護 穎に於ては周邊 と内部 とを,小 枝梗に於ては中,上

部 と基部 とを旺別 して観察 し,穎 毛については更に1mm以 上を長,0.75mm内 外 を中,O.5mm

以下を短とし,且 細粗を分けた 。内外穎共に毛は上部 と維管束上 とに多く,基 部 と中部維管束外 と

に少い。秤先は普通に穎上部 と略毛茸密度を等 しくするが梢少い場合 も勘 くなく,稀 には却つて多

い事 もあつた。内穎の毛茸密度は外穎 の場合 と大禮一致するが梢 少い傾向が見られた 。護穎の毛

は中部 よりも周邊に多く,小 投梗は基部に多かつた 。穎,護 穎,副 護穎,小 枝梗,枝 梗を通じて無毛

乃至極少毛品種4に 遭遇 したが之等は皆葉身に無毛であ り,且 つ何れ も比島品種であつた。小穗

各部及び葉面を綜合的に見て品 種の毛茸度の分類を試み,前 述の4品 種を表皮毛無叉は稀 としそ

の上に少,中,多 ∫極多の4階 級を設けて各階 級の所属品種の頻度 を地方別に示 した ものが第14

表cで ある。比島種に無毛物の多い事が目立つ 。穎毛の長短,細 粗と産地 との關係を第14表d

に示 した 。内地種には粗なるものが多く,・ シア種には細なるものが多い 。穎と芒との毛茸の長短,

細粗は多くは一致するが稀に不一致のもの もあつた 。

`綺 と 花 粉

RoscHEv亙cz氏 に依れば稻属中0.glaberimaの 満は最 も短か く1.5-1.8mm,0.longistaminata

の莉は最 も長 く5mmに 達 し,0.sativaの 約長は2.5-2.6mmと されてゐる。しか し稻の多敷の

品種を調査すれば0.sα 勧 αの約長の変異幅の遙に大 なる事に容易に氣付 くのである。

第15表a産'地 別,満 長 変 異 表1

第15表b繭 地 別,薪 長 変 異 表2

加藤は37品 種の約長を測定 した結果,最 長は2.9mm,最 短は ‡.4mm,で あつた 。之等の約長

を6階 級に分けた時最短級に紫六助変,大 黒の2品 種が属 し,最 長級に草丈高く,玄 米の長Vb香

稻 と大白谷の2品 種を見出 した 。加島の測定 したる45品 種では最短1.7mm,最 長3.2mm,に

及んだ。山川の材料では1.8mm-2.8mmの 変異を示 し,内地種は全変異間に分布 したが,U.S.A.

種,セ ィ・ン印 度種には短型の ものを見 掛さなかつた(第15表a)。 叉約長と靱長との間には



+0.344±O.107の 相關を見たが弱長 と玄米長との間には相 關を認め難かつた。村岡の材料では綺

長は第15表bに 掲げた変異を示 した 。内地種に比 してロ シア種には長 きものs率 が高い 。ここ

第15表c糎 繕 別,繭 長 変 異 表

では繭長と玄米長との間に+0.510の 相關係敷が計出されたが稈長 との間には相關を認めなかつ

た 。川竹の材料では満長と籾長 との間に+O.506の 相關係敷が得 られた 。その測定 したる内外81

品種の藷長の変異を第15表cに 示す。ここでは内地種は大腱2.5mm以 下,外 國種中の長粒 な

る種類は一般に2.5mm以 上 と見てさしつかえなかつた。以王の調査概要から見ても繭長に關與

する メンデル因子の敷が1,2に 止まらざることが想像 され,大 黒型の短稗因子は同時に薪長を短

縮 し,或 長粒因子は同時に薪を長 くする働きを持つやうである。これ らのことも將來明に される時

があ らふ 。

花粉の大さの測定には開花時に採 取 しで不規則な雛 面をなすものの最大直 径を測定する法 と適

當なる液にて膨潤,且 つ染色 して測定する法 とがある。村岡は先づcottonblueを 以て膨満せる

ものの直径と庭理せ ざるものの最大径 とがよく一致する事を確め,次 に'50品 種の花粉 をcotton

blue中 にて測定 した 。品種によつては材料をかへて激回測定 し樹乾燥状態の直径 をも合せ考へて

各品種について出來る丈け要當 と思はれ る敷値を見出すことにつとめた。その結果,花 粉の直径は

品種によつて37-47μ の変異を示 したが大部分は40-44μ の間に分布 した 。尤 もこれ らの中大

なる側の品種については乾燥状 態に於ける測定を鋏い た爲その貼でや 玉正 確度が低下 してゐる恐

れがある。40μ 以下を示 した品 種は比島種のみであつたが,比 島種は皆小さいとは限らない。直

径42μ と38μ ・とでは髄積に於て約2割 の差となる。

穗

穗は主として穗軸の抽出度,穗 軸上の枝梗の位置 と藪,穗 軸に封 してなす枝梗の角度,又 は枝梗

の直立性 と散開性,穗 の彎曲 度及び彎曲 頂鐵の位置,小 穗着生の密度,並 びに単生枝梗 と複生枝梗

との割合,枝 梗に於ける小穗着生の高 さ等によつて各種の様相を呈 し,そ の或るもりは分類上實用

上に重視されてゐる。村岡は受持50品 種を圃場観察に よつてA.内 地種に最も普通なる稗,穗 共

に彎曲 する もの,B.穗 の彎曲 度大で稗は彎曲 せず叉は僅かに彎曲 するもの,C.穗 は小で彎曲度少

きもの,D.程 は直立 して枝梗の籏散するものに4大 別 し,次 に各型よ り計13品 種を選んで穗相

構成因子と考へた下の諸項について分析的調査を試みた 。諸項括弧内の値は品種間変異の範圏を

示す。

1.穗 長:a.穗 首より先端迄(15.7-27.6cm)。b.最 下小穗位置より先端迄(13.1-24.4cm)。

2.枝 梗垂釘:穗 軸と枝梗とのなす角度。{(q-5r)一(50。-90。)}。



3.彎曲 頂 黙:穗 首 よ り彎曲 頂 鮎 迄 の距 離(全 長 に封 す る割 合)(0.1e-0.6)。

4.抽 出長:止 葉 葉 舌 基 部 よ り穗 首 迄 の距 離{(-3.8)一(+10.4cmり}。

5.穗 軸 節敷:穗 軸上の枝梗 を生ず可き節数(5か10.2)。

6・ 休 眠 穗 軸 節 敷:穗 軸 上 の枝 梗 を生 ぜ ざ り し節 数(0-1.2)。

7.輪 生枝梗節藪:穗 軸上の殆 ど同一高 さより2以 上の枝梗 を生 じたる時之 を輪生枝梗 となし,か かる部

位 を1節 と して敷 へ た る節敏(0.6-3.5)。

8・ 枝 梗 敷:穗 軸 よ り出で た る枝 梗 の 総 敏(6石 一127)。

F

9・ 全枝 梗 長:a.枝 梗 長 の 総 和(41・1-141.4cm)。b.各 枝 梗 の最 下 小 穗 位 置 よ り先 端 迄 の 長 さ の総 和(36コ

一130 .8cm)。

10・ 平 均 枝 梗 長:全 枝 梗 長(9.a)を 枝 梗 敷 に て除 した る もの(5.7-11.1cm)。

●
11・ 枝 梗 節 敷:二 次枝 梗 を生 ず 可 き枝 梗 上 の 節 撒 の1穗 縛 和(42.9-116.6)。

12・ 単 生 二 次 枝 梗 数:1小 穗 をっ け るに止 る二次 枝 梗 の数(36.7-74.3)。

13・ 複生歌 桝 轍 ・2以 上の小穗 をっける二次枝梗の敷(50-450)?

14・ 小 穗 敷:1穗 上 の 小穗 総 和(休 眠 二次 枝 梗 節 を1小 穗 と して 加 算)(4Z3-210.5)。

15・ 穗 首 の 太 さ:穗 首 節 の 直 下 の梗 の 太 さ(1.1-2.2mm)。

樹以上の測定から次の諸項を計出した。

16・1枝 梗 の平 均 単 生 二次 枝 梗 敏(4.6-6.2)。

17・ 複 生 二決 枝 梗 上 の平 均 小穗 敷(2.6-3.6)。

18・ 粒 着 密 度:全 枝 梗 長bを 小 穗 節 敷 に て除 した る もの(4.3-7.8)o

19・ 穗 軸 の節間 長:穗 長aよ り平 均 枝 梗 長 を引 きた 一る もの を穗 軸 節 数 一1に て 除 した るも の(1。5-3.8cm)。

珍0・ 輪 生枝 梗 の 発 現 度:枝 梗 敷 を穗 軸 節 数 に て除 した るもの(休 騨 穗 軸 節 は 除 く)(1・1-1・8)。

21・ 枝梗長の穗長に封する割合:平 均枝梗長の穗長に封する%(32-42)o

22.實 穗 長 比:穗 長aに 封 す る穗 長bの%(77-98)。)

かSる 調査の結果 さきに圃場に於て匠別 したる4種 の穗型は可成の度迄1穗 の各穗軸節より生

ずる枝梗敷と各節に於ける枝梗平均長の様粗の差に關聯するものS如 く見えた 。4型 の穗軸各節

に於ける枝梗敷と平均枝梗長 との分布 を示 した ものが第11圖 である。 更に各枝梗につき枝梗順

位に從ひ着生する単生二次枝梗 敷と複生二次枝梗敏 並びに各複生二次枝梗の 小穗敷を精査 して輪

生枝梗爽現度,複 生二次枝梗の多少,小 穗の多少その他休眠枝梗節の多少等には明に品種差のある

ことを見,Kつ 枝梗の順位に從つて特定の様相を呈する事を知つた。穗軸各節に於ける1枝 梗の

平均単生二次枝梗敏 と複生二次枝梗敏 とを示 した ものが第16表a,bで ある。

更に50品 種について前掲項目中の1,5,6,8-22の 諸項を調査 した 。各形質の変異表をrt括 し

して第17表a-rと した。

更にその中の11形 質を揮んで互の間の相關係敷を示 した ものが第18表 である。総小穗敷は枝

梗敷,全 枝梗長,輪 生枝梗発現度,複 生二次枝梗敷,穗 首の太さと高度の+相 關を示してゐる。

材料中の比島種は直立撒型の特有穗を有 したが上記の如き測定調 査はか 玉る穗を他 と匿別する

に適 しなかつた 。今 この型を除外 して他 を平均枝梗の長(10.Ocm以 上)短(9.9cm以 下)と 複



第11圖 .13品 種例に於ける穗軸節の位置 と穗軸各節に於ける

枝梗敷と平均枝梗長

第16表a各 穗軸節に於ける1枝 梗の平均単生二次枝梗数



第16表b各 穗軸節に於ける1枝 梗の平均複生二次枝梗敷

第17衷a穗 長 変 異 表

第17表b全 枝 梗 長 変 異 表

第17表c穗 軸 節 撒 変 異 表
o

第17表d枝 梗 敷 変 異 表



第17表e平 均 枝 梗 長変 異 表

階 級cm6.0-a97.0-7。98.0-8.99.0-9.910.0-10.911LO-11.912.0-129

品種の分布12101310311

第17表f単 生二次枝梗敷変異表

階 級30-3940-49'50-5960-6970-7980-89

品種の分布311151352

第17表g複 生二次枝梗敷変異表

階 級1-45-910-1415-1920-2425-2930-3435-3940-4445-49

品種の分布1151014103231

第17表h休 眠二家枝梗敷変異表

階 級0-12-34-56-78-910-1112-1314-1516-17

品種の分布151310541101

第17表i納 枝 梗 節 敦 変 異 表

階 級41-5051-6061-7071-8081-9091-100101-110111-120121-130

品種の分布25561310504

第17表j総 小 穗 敷 変 異 表
、

階 級40-5960-7980-99100-119120-139140-159160-179180-199200-219 ＼

品種の分布23513119313

第17表k穗 首 の太 さの 変 異 表

階級mm1415161718192021

品種の分布613974631

,第17表11枝 梗 の平均単生小穗敦変異表

階 級4.8-5.15.2-5.55.6-5.96.0-6.36.4-6.76.8一

品種の分布57191081

第17表m複 生二次枝梗の平均小穗敷変異表

階 級2.3-2.42.5-2.62.7-a829-3.03.1-323.3-3.43.5-3.63.7-3.8

品種の分布1413168521

第17表n粒 着 密 度 変 異 表

3.03.54.04.55.05.56純)6.5辱7.07。58.0

階級mmlIllllllIll
3.43.94.44.95.45.96.46.97.47.98.4

品種の分布10610121132302

第17表o穗 軸 の平 均 節 間 長変 異 表

1.1131.51.7192.1232ρ52.72.9

階級cmlllll」llll
1.21.41.6L82.02.22.42.62.83.0

品 種 の分 布3101296 ,4311c1



第17表P輪 生 枝 梗 の 登 現 度 変 異 表

1,001,101,201,301,401,501,601,701,801.90

階 級llllllllll
1.091.191.291.391.491.59L691.791.8{)1.99 }

品 種 の分 布111497421011
'

第17表q實 穗 長 比 変 異 表

階 級%70-73 .74-7778-8182-8586-89♀0-9394・-9798-99

品種の分布2124・181822

第17表r平 均枝梗長の穗長に封す る割合の変異表

階 級27-2930-3233-3536-3839-4142-4445-4748-5051-53

品種の分布18161755011

第18表 主 な る 穗 の 形 質 問 の 相 關
、

形質 穗 莚 平慧 嚢 蒙 肇 礪 蓑 休難 警太 雛

形質 お あ鶩 嵩 島 饗 幣 薔 讐 錨 酷

1十 十 十 十 み × 十 十 十 × 十 十

2十 十 十 十 十 × 十 十 × 十十 × 十十 十 十

3十 十 十 ×x十 十 × × × ×

4十 十 十 × 一 』 十 十 × 十 十x十 十 十 十 ・

5×xx-一 一 十 一 × × ×
9

6→ 十 十 十 十 十 一 一 × 十十 × 十 十 十 十

'7
十 × 十 × 十 × 一 一 × × ×

8+++×++一 十+一 一 十++++

9×X×X× ×X十 × ×

10十 十十 × 十十 × 十十x十 十 × 十+

11+++x++
、×++× 十+×++ ←

備 考 相 關 係 数x・ 雫0・29以 下 一 ・十 ・±0.3～0.5-一.十+.±0.6～0.8

生二次枝梗撒の多(30以 上),中(15-29),少(1-14)に よつて類別 した時最初に述べたる圃場調

査の4型 とよく一致 した(第19表)。

山川は穗首(穗 首節直下)の 直径を測定 して第20表 を得た 。

第19表 穗 型 の 分 類

備 考 比島種の穗型 をEと す。



第20表 穗 首 直 径 の 品 種 間 変 異 表

小穗枝梗ρ維管束敷:稻 に於ては穗の各枝梗の最土位の餐花が最 も早 く,第2位 の姦花が第3

位乃至以下藪個の姦花に遅れて開花 し,尚開花には全穗について略々一定の順位のある事は早 くか

ら注意され,且 つ最大重の粒は1枝 梗の略中部に位すると云 はれてゐる。川竹は之等に封する解

繹をこころみんとして1穗 の各小穗子梗に於ける維管束 を観察 し,そ の撒の変異 を調査 した。即

ちサルペ,近 江不稔一,長 穎稻,ジ ヤバNo.11,比 島No,6,愛 國不稔B二,ロ シアNo.65の7

品種を採つて各小穗子梗を副護穎の下部にて横漸し,適 宜に染色 してその維管束を鏡検 した。

梗の断面は不整形 をなし,大 ざも不同で あるが今その 事には燭れない。 断面の中央には常に1

個のやN大 なる維管束があ り,3-5の 小なる維管束が之をめ ぐる。後者の中1個 が特に小さい場

合がある。維管束の総藪は品 種によつてやs異 り,上 に列學 した最初の5`品 種では4-5,後 の2

品種では4-6で あつた。枝梗上の示穗の順位と維管束の敷叉は大さとの間には_定 の餉係が認め'

第12圖1枝 梗上に於ける小穗の位置と小穗子梗の維管束

られた6第12圖 に近江不稔一の上部より第6位 の枝梗を例にとり,之 に生じた各小穗について

枝梗上の位置とその小穗子梗に於ける維管束の大 さと効との問の關係を示 した。 臨面圖に附 した



歎字は枝梗圖上の小穗の番號 と一致する。この枝梗は3個 の2次 枝梗を有 し第5小 穗までは1

次枝梗より出て,第6,第7小 穗は第1の2次 枝梗,第8一 第10小 穗は第2の2次 枝梗よ り,

第11一 第14小 穗は第3の2次 枝梗 より出てゐる。第1小 穗子梗は4個 の同大の小維管束を

有するが,第2小 穗ではその1つ が甚だ小であ り,第3小 穗に於て もその1つ がや)」 ・である。

第4第5小 穗に至つては4個 の小維管束が敦れ も正常大に復 してゐる。 同様の關係が第1,第

2の2次 枝梗につい て も見 られるが,第2の2次 枝梗の9以 下の小穗 では小維 管束の敷が1

つ減 じてゐる。第3の2次 枝梗ではこの關係がや 燭Lれ,最 上位の第11小 穗子梗と第12小 穗

子梗 とは共に同大の小維管束3を 有 し,第13小 穗子梗では甚だ小なるもの1個 を加へて小維管

束歎が4と な り,第14小 穗子梗では小維管束3の 中1個 が甚だ小である。一・般に敦れの枝梗

に於ても頂部の小穗子梗に比 し次位の小穗子梗では小維管束の発達が悪 く,第3位 以下では小維

管束の磯達が回復 し,中央部位では頂部の ものを凌駕する場合すらある。

この關係を更に明にする爲にロシアNo.65の 全穗調査の結果を第21表 に示し%。 穗の1次

第21表 ロシアNo.65の 一穗 に於ける全小穗子梗に於ける小維管束敷

枝梗を上方より0,1,II,…VIIIと し,各枝梗上の小穗に上 方より小穗番號を附することは第1圖

と同様に した 。各枝梗上の各小穗枝梗は常に1つ の大維管束 を有するから表には只小維管束め 藪

のみを示 し,小 維管束の甚だ小なるものは匠別 して,例 へば、4個 の小維管束が皆 正常大なる時は

4+0,3個 が正常大で1個 が甚だ小なる時は3+1と して表 した 。枝梗上に2次 枝梗を生ずる場

合には各2次 枝梗に生ずる小穗を()に て一括 した。この表から各枝梗(1次 枝梗,2次 枝梗共

に)に 於ける第1小 穗子梗は第2小 穗子梗よ り維管束の発達が良好で,第3以 下では維管束の

発達が第1小 穗枝梗に近似 し,或 順位に於ては之を凌駕すること,更 に1穗 中の中央に近き枝梗

では小穗子梗維管束の 発達が他の枝梗に比 して良好なること,1枝 梗中では中央部位の小穗子梗の

維管束の発達が最良なる傾向を有すること等が看取 される。

最近長戸Rは1穗 上の各姦花の開花順位,各 粒の成熟速度,各 粒の重量を穗上の位置と聯關し

て精査 した結果を公にした 。各1次 枝梗上の第2粒 は開花が著 しく遅延する。ことに開花の早 さ



と小維管束の藪との間に甚だ高い相關が見 られる。叉第2粒 は粒重増加係敷が最少で最大乾物量

に達 する日敷が最大となる。 ここに亦小維管束の発達 との關係が見られる。叉各枝梗の先端粒を

除外すれば完熟期に於ける玄米乾物量と維管束の発 達 との間にも+の 相關がある。小穗子梗の維

管束については尚詳細な研究を必要とする。

果 實

玄米の形 と大 さ:玄 米の形 と大さとは從來最 も一 般に留意される虞であ り,之 による類別には

長さ,幅,重 量,長 幅比,長 幅積等が指標と される場合が多い 。 玄米は縫合 した内 外穎の包む室間

を緊密に填充する爲に爾者の長 さ,幅,厚 さは狭長粒の長さの場合を除外すればよく一致する。狭

長粒k於 ては玄米長は内外穎の包む室間長に達 し難い 。村岡が受持品種の籾と玄米との長,幅,厚

さを測定 した結果を品種の産地別に示 した ものが第22表a,b,cで ある。内地種は一般に短,廣,

,第22表a籾 長 の品種 間 変 異 表

第22表b籾 幅 の 品 種 間 変 異 表

第22表c籾 厚 の品種 間 変 異 表 ・

第22表aノ 玄 米 長 の 品 種 閲 変 異 表1



第22表bl玄 米 幅 の 品 種 間 変 異 表1

第22表cノ 玄 米 厚 の 品 種 間 変 異 表1

厚なるを以て特徴 とする。籾の形態と玄米の形態とはよく一致するが,籾 重と玄米重とは響の厚さ,

粒の大小,形 状等が種々なる爲に一般にその一致度が甚だ低下する。籾重に封 する艀重の率の品種

間変異 を第23表 に揚げた。内地種は籾の群率が低い。叉玄米の形の大醗を匠 別する爲に長幅tttc

第23表 級重に封する秤重率の品種問変異表

よつて圓粒,中 粒,長 粒,細長粒を分け産地別に品種頻度を示 した ものが第24表 である。内地種の

大部分は中粒に,ロ シア種の大部分は長粒に属 し,比 島種には圓粒 より細長粒迄を含んだ 。更に長

第24表 産 地 別,粒 形 変 異 表

幅積を以て各粒形の中に大粒,中 粒,小 粒を分けたがこ 」には之を略する。粒形を長幅比,長 幅積

のみによつて把握せんとす るこ 瓦うみは もとより完全 でないので更に前面 より見たる粒ゐ輪廓に

よつて縮圓形,長 楯圓形,槍 形,曲 線形,線 形,圓 形等の分類を試みた。前述の籾形Aの 玄米は大

饅楷圓形であ り,B形 とC形 との玄米は長糖圓形の場合が多く,Dは 曲線形,Eは 線形,Fは 圓



形 の玄米 である 。,山川が受 持品種 の籾 と玄米 との長 さ,幅,厚 さを測 定 し且つ 玄 米の長幅 比 を計

出 した結果 を第25表a,b,c,dと した 。内地種は短 くて厚 く,長 幅 比が小であ る。セイ ロン,印

度種 は特 に狭かつた 。叉玄米の形 を長幅 比に よつて3大 別 し,更 に前面 よ り見た る輪廓 に よつて

細別 して次の10種 に●匿別 した(第13圖)。

一 第25表a玄 米 長 の 品 種 間 変 異 表2

第25表b玄 米 幅 の品種 間 変 異 表2

第25表c玄 米 厚 ρ 品 種 問 変 異 表2

第25表d玄 米 長 幅 比 の 品 種 問変 異 表



第13圓 玄 米(及 籾)の10型(x5)



1長 幅率2以 下のもの(短 粒)。

a.相 當 に角張つたる蒲圓形(内 地種普通型)。

レ 倒卵形。

c・ 長蒲圓形。

d.尖 頂楕圓形。

II長 幅率2よ り大にて3よ り小なるもの(長 粒)。

e・ 長構圓形。

f.尖 頂長擶圓形にて背腹線平行するもの。

g.偏 尖頂挾長鯖圓形。

h偏 尖頂構圓形。

i.長 倒卵形。

III長 幅率3以 上のもの(最 長粒)へ

j.偏 尖頂狭長楯圓形にて背線稽内方に彎曲 するもの。 「

産地別 各型の頻 度 を第26表 に拐 げた 。内地種 はa-dに 所 属 し,ロ シア種 はe-9,U・S.A.種

はc-9,セ イ ・ン印度種 はh-jに 所 屡 した 。更に玄米 を長 さの絶封値tc、ikつ て,1(7mrh以 上),

v第26表 産 地 別
,.玄 米 形 態 変 異 表1

II(7-6mm),III(6-5mm),IV(5mm以 下)に,厚 さの絶樹値 に よつて厚(2mm以 上),中 ∫2-

1・8mm),薄(1.8mm以 下)に 分 けて全 品種の所属 を求 めた結 果が第27表 である。

第27表 産 地 圃,玄 米 形 態 変 異 表2

叉 山川が 玄米1.000粒 重30.Ogr以 上 を最大粒,30.0-27.Ogrを 大 粒,27,0-23.5grを 中粒,23.5

-215grをgiJ・ 粒
,21.5gr以 下 を最小粒 として品種の産地別類 別 を行つた結果が第28表 であ り,ロ



シア種に比較的重いものが多 く,セ イロン,印 度種に輕いものが多かつた。川竹が同様の基準にて

220品 種を分類 した結果,最 大粒には ロシア種,大 粒には ジヤワ,ロ シア種の1部,内 地種の1部

を含み,中,小,最 小粒の部に大部分の内地種 と外國種中の小粒種が入つた 。

第28表 産 地 別,玄 米 重 変 異 表

胚長 と胚 重:胚 は組織的 には從來 よく観察 され て居 るが,そ の形,大 さ,長 さ,重 量等の測定 は

反つ て+分 でな く,叉 それ らの 品種 的差違,他 の部位の大 さとの 間の相 關等 に就 ての智識が甚 だ鉄

け てゐ る。

ColeorhiZaの 先 端か らscutellumの 最 上 端迄の長 さを胚長 と し之 を ブリンネル 凹痕 計を以 て測

定 し,胚 重 はendospermとscutellumのepitheliumと の 間に小 刀を入れ て 胚 を離晩 して直接

に之 を測定 す るか叉 は有胚玄米 と胚除去 玄米 との 重量の差 を求 めて之 を胚重 と した 。川竹が糎181

品 種,濡42品 種 に就 て胚 長 と胚 重 とを測定 した 。 その 範園では胚長の 最大 は ホンジユ ラス2.25

mm,最 短 は三 角不稔稻 の1.43mmで あ り,胚 重の最大 は ロシアNo.81の1.28mg,最 輕 は三

角不稔 稻の0.29mgで あ つた 。詳 細の変異 表 を第29表a,bに 揚 げた 。山川が 内地品種36,・

第29表a胚 長 の品種 的 変 異 表

第29表b膝 重 の 品 種 的 変 異 表

シア種4,U・S・A・ 種4,セ ィ・ン印度種6に 就て,胚 長と胚重 とを測定 した結果を第30表a ,b

に示 した。表によつて明なる如 く胚長に於ても胚重に 於ても品種による変異が顯著であ り,し か

も胚長,胚 重が可成 りに品種の地方的特徴をなして居る。村岡も別個の50品 種をとつて胚長と胚



第30表a胚 長 の 産 地 別 品 種 的 変 異 表

第30表b胚 重 の 産 地 別 品 種 的 変 異 表

重とを測定レてその 品種間変異の 顯著なることを明に しだ が こLに は結果の激字を省略する。

胚長 と胚重蛙に他の形質 との相關:川 竹の材料に就て胚長 と胚重との相關係敷は+0.54±0.032,

胚重と玄米重との相關係敷は+0.61±O.028と 計出された(第31表a,b)。 山川の材料に就て計

算 された胚長と胚重との相關係敷は+0.51±0.070で あつた。村岡の調=査せる50品 種では胚長 と

第31表a胚 長(Y)と 胚重(X)と の相關表

第31表b胚 重(X)と 玄米重(Y)と の相闘表



玄米の長 幅積 との 相關係敷 は+0.80,胚 長 と玄米 幅 との相 關係敷は+0.07,胚 長 と玄米 の 厚 さと

の 相關係敷は+0.34と な り,叉 胚長 と玄米長 との 間には殆 ん ど相關 を認 めなかつた 。

胚の形 態:稻 の 胚は眞直 なる形態 をとらずmesocotylの 邊 で屈曲す るのが普通 であ る 。山川

は特に胚の 屈曲度の 品種 間差違 を調査 し屈 曲度 を表はすに胚の 原 始葉 と 原始根 との二つの 中軸線

の なす角度 を以 て した 。この角度の品種 間変異 の幅は可成 り大 き く,1品 種5胚 の平 均値 にて ・

シアNo・48で は50・2±3.19度,Karaffacheenattiで は82。8±2.48度 で あ り,省 セ イ ロン印度

種に は約30度 の もの も見 られた(第14圖)。 同時 に4一 野生稻 の胚角度 を測定 した 。 その結果,

第14圖 胚 の 屈 曲 と 胚 角 度(×25)

0.017icinalisは40-45度,0.latzToliaは55-60度,().minutaは65-70度,().cubensisは

75-80度 で あつた 。稻 の測 定 された50品 種の角度変異 表 を地方別 に匠別 して示 した ものが第32

表 であ る。角度 に於て もやN地 方的特徴 が認 められ ないで もない 。

胚角度 と他 の諸形 質 との相 關:胚 角・と玄米長,玄 米幅,長 幅率,玄 米 厚,玄 米 重,胚 長,胚 重 との

間の相 關係効 を計算 した 。胚角 と玄米厚 との 間に 一〇.405±O.099の 相 關が認 められた 。計算 の結

果 を第33表va-一 括 して示 した 。



第32表 胚 角 度 の 産 地 別 品 種 的 変 異 表

第33表 内地種に於ける胚角度 と玄米形質 との相關

形 質

胚角度 と玄米長(L)

胚角度 と玄米幅(B)

胚 角 度 とL/B

胚 角 度 と玄 米 厚

胚 角 度 と玄 米 重

胚 角 度 と 胚 重

胚 角 度 と 胚 長

植 物 盤 各 部 の 色

植物匿各部の色は品種識別の上に重視され,各 部発色の 相關について も從來の研究に乏 しくな

い。山川は209品 種について開花乃至未熟時に於ける柱頭,芒,響 先,艀,護 穎,葉 身,葉 鞘外側,

葉鞘内側,葉 耳,葉 舌,葉 節,稗 上,桿 下,葉 褥,董 の隔膜等に於ける著色の有無を調査 した。 それ

らの中124品 種は上記の何れの部に も紫その他の特別色を見なかつた。着色品種を紫色系と紫色

以外の色調を示すもの とに分け,紫 色系を更に無芒 と有芒に別けて各部に 於ける発色の有無を示

した ものが第34表a,b,cで ある。この表から云ひ得る第1の 事は春先又は芒に最も紫色を呈

第34表a紫 色系無芒種各部発色相關様式と該當品種敷



備 考Pは 黒紫,紫,赤 紫,淡 黒

Plは 線状 をなす

()は 桿全盟に有色を示す

・pは 徽,bは 基部,・ は先端,i納 側を示「し,d 、は淡紫 を示す。

第34表b紫 色系有芒種各部登色相關様式と該當品種敏

第34表c紫 色外色系を呈す る品種の各部発色相關様式 と該當品種敷



し易 く,且 つ稗先色と芒色とが 最 も高度に相關する事である。艀先に発色なく芒に発色 し又その

逆の発色を見る品種は稀である。次に紫色の最もよく現はれ るのは護穎であ り,葉 鞘内側が之につ

ぐ。紫色の最も現はれ難い部位は艀,葉 鞘外側,葉 身,葉 耳,葉 舌,葉 節,葉 褥等であつた。紫以外

の色の最 も屡現はれ るのは艀である。吹に各部の色について略記 されたる所を掲げる。

a.桂 頭色:微 帯淡黄白(無 色)か ら赤紫,.紫 迄あ る。

b.芒 色:普 通に桿先と同色であるが檸先有色にて芒無色,稗 先無色にて芒有色の場合も稀にある。

c.稗 先色:紫 より褐色迄あ り,時 には色が種先に限定されず して下方に按散する。

d.檸 色:紫 色系色調としては黒紫,紫,淡 黒等があ り,褐 色系色調には褐,赤 褐,赤 黄,淡 赤黄,燈 色等

を見 るが外に術暗黄緑のものもある。褐色系の場合に維管束間にのみ現はれるものがあった。表中に溝

状 とされた ものが之であるo

e・ 護頴色:紫 色から褐色迄あり,尖 端にのみ着色す るものも多い。

f・ 葉身色:紫 色に限られた。周縁カミ濃色で中肋附近ぱ無色叉は淡色であった。

9・ 葉鞘外側色:紫 色系と赤黄系とがあり,紫 色中には只線状をな して現はれ るものがあり,上 部叉は下部

に限られるものもあつた。

h.葉 鞘内側色:."ge色 に限られ線擬をなす場合 もあつko

i.葉 舌色:紫 色にて線状をなす事 もある。

j.葉 耳色:紫 色

k.葉 節色:紫 色。葉身,葉 舌,葉 耳,葉 節色は常に相俘ふた◎

L程 色:紫 乃至黄,淡 赤黄,檀 色迄あ動 一面に分布するものか檎上部或は下部に限定されるもの或は狭

き環状をなすもの,線 状をなすもの等があった。

m.葉 褥色:紫 色

n.隔 膜 色:紫,薄 紫,赤 黄等のものを見た。

各部 の色 は成熟 につれて 調子 を変 ずる。山川 は49品 種につい て 成熟 色 を調査 した 。その結 果:

a.芒 色:淡 汚褐,淡 褐,褐,紫 褐等あり,未 熟時に緑のものは微帯黄白であった。一般に芒色は秤色に比

,し て淡い。

b.秤 先色:淡 褐,褐,紫 褐等あ り,未 熟時に蹟散せ るものに撞散せるものと然らざるものとを生ずる。



c.檸 色:未 熟時に緑のものは微帯黄白より淡黄白(最 も普通),淡 黄褐,淡 赤黄,黄,褐,褐 色斑等に変
り

化する。未熟色紫色系のものは紫褐,淡 黒褐に変じ,未熟色褐色系のものは赤褐,褐 となり,未熟時に

溝状をなすものは成熟時にも溝歌を示した。未熟色が暗黄,赤 黄のものは成熟して黄褐となった。

d・ 護頴色:未 熟色緑のものは大部分は微帯黄白であったが淡褐に変じたものもあった。未熟時に有色のも

のは淡褐乃至褐色に変じた。

e.玄 米色:普 通淡汚白であったが赤禍,淡 褐のものもあつた。

以上は山川の観察範園に止まるものであるが以て稻の色の 一班を知るに足ると思はれる。未熟

・色調査は未熟各時に敷回行ふ要 があ りその黙で上記調査 にやL不 充分の勲が ないとは云へないが

今はこの程度に止め他の共同研究者の調査は蝕には省略する。

結 語

以上で石人の共同研究者によつて行はれた観察からの抜葦と附加 とを終ること 」したが,観 察は

上述の諸項に止つた繹ではな く,叉各項に於ても只1部 の摘録に終つた場合が多い。稻の形態につ

いては究む可き事項は甚だ多く且つ精細を要する爲,以 上はこの種研究の到達瓢でな くてむ しろそ

の出発鐵と見らる可 きであ り・同時に稻を分類 し・系統をかんがへ,或 は遺傳 を研究 し,栽 培 を論

ずる場合に もあらかじめ知 りをいて便宜 と思はれ る程 度である。著者の一人は別に 更に全般に亘

つて詳細なる報告をな し得 る機會のある事を切望する。


